
乳腺外科 

 

＜a. 体制 スタッフ＞ 

１． 高原 祥子(主任部長)  

２． 橘 強(副部長) 

３． 吉本 有希子(医員) 

 

 

＜ｂ. 診療実績＞ 

全身麻酔手術 139 

局所麻酔手術 17 

乳癌 乳房温存療法 58 

乳房温存率(％) 43.6 

乳癌 乳房切除術 72 

乳癌 乳腺全摘術 3 

良性 腫瘍切除 6 

乳房再建術 0 

センチネルリンパ節生検 101 

腋窩リンパ節郭清 20 

リンパ節生検他 1 

CVポート 11 

術前化学療法後 31 

術前内分泌療法後 1 

非浸潤癌手術 25 

エコーガイド下マンモトーム生検 

およびコア針生検 
184 

ステレオガイド下マンモトーム生

検 7 

RRM（リスク低減乳房切除術） 3 

 

 

 

 



＜c. 学会・講演・著作その他の研究活動＞ 

 

 【学会・研究会】 

１ 高原祥子 

乳癌手術における Medical Imaging Projection System (MIPS) の有用性 

第 123回日本外科学会定期学術集会 2023/4/27-29 (東京・品川) 

２ 吉本有希子   

当院における HBOC患者に対するリスク低減乳房切除の現状と課題 

第 3回 JOBOC学術総会 2023/5/20-21 （東京） 

３ 吉本有希子   

当院における地域連携の現状と地域での課題 

第 29回日本遺伝性腫瘍学会学術総会 2023/6/16-17（高知） 

４ 高原祥子   

患者アンケートからみる BRCA1/2 遺伝子検査を受けた理由、受けない理由 

第 31回日本乳癌学会学術総会 2023/6/29-7/１ （横浜） 

５ 高原祥子  

HER2陽性乳癌脳転移症例に対する Trastuzumab deruxtecan (T-DXd)の治療経験 

６ 吉本有希子  

HER2陽性 stageⅠ乳癌の術前化学療法の意義についての検討 

７ 橘 強 

潜在性乳癌の 1例 

日本人類遺伝学会第 68回大会 2023/10/11-14 （東京） 

８ 吉本 有希子 

The system of regional collaboration for HBOC treatment at our hospital and its issues 

９ 板垣 あい 

BRCA pathogenic variant carrier who developed ovarian cancer before RRSO 

第 6１回日本癌治療学会学術集会 2023/10/19-21 （横浜） 

１０ 高原 祥子 

HER2陽性乳癌に対する T-DXd投与症例の治療成績と間質性肺炎の経験 

第 2１回日本乳癌学会近畿地方会 2023/1１/25 （京都） 

１１ 橘 強 

免疫チェックポイント阻害剤ペンブロリズマブ投与中にぶどう膜炎を発症した 1例 
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